海外出張報告書

１．出張先；
中国／上海および江蘇省各都市

２．期間；
６月１０日～１８日

３．同行者；
長城貿易・内田社長、同社上海事務所・呉氏

４．目的；
プリンタ廉価機種の組み立て委託先選定

５．訪問先；
計１２社（別紙「委託候補先企業一覧」参照）

６．結論；

次の「７」に示す２社に絞った。以後、営業部門、製造部門を交えて検討し、最終結論を出したい。

７．２社の特長と概要；　（詳細は別紙「各社別調査報告」参照）

①春陽電子有限公司（上海・浦東開発地区）

・自社ブランドの製品はなく、浦東地区に進出した中国および外資系電機メーカーからの委託アッセンブリーが主事業。

・品質管理がきちんとなされており、技術的には最も信頼がおける。

・現在近接地に第二工場を建設中で、キャパシティに問題ない。

・信用状況は良好（融資元の上海長江銀行でのヒアリング）

・問題点は、（1）人件費が上昇傾向にあること、（2）同地区にある日系企業（Ａ社）からの委託をすでに受けていることなど。

②金宝老爺企業集団（江蘇省鎮江市／もともとは玩具の製造業）

・鎮江廠（工場）は企業グループの電卓の組み立てが主力だが、プリンタに転用可能なラインが２本あり、グループ本部（上海）の代表も鎮江廠の事業転換にきわめて意欲的。

・人件費コストは春陽電子の２／３程度と推定される。

・上海への製品輸送は長江（揚子江）の水上輸送路が活用できる。

・信用状況は未調査。

以上

